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巨大企業の生産構造 (1)

一ー序 説一一

堀江突

I 問題

産業資本主義は産業革命がっくりだした機械体系〔プラントとよばれている)を

基礎とする工場によって確立したが，この産業資本主義段階の産莱企業の生J産

単位はプラ Y トを基礎とする工場巴あった。産業資本主義的主導産業となった

綿糸紡績業をみると，綿糸紡績企業は紡績工場を生産単位としていた。小企業

は多〈の場合1つの紡績プラ γ トを経営し，大企業は多〈のおなじ紡績プラ γ

トを経営しており，企業D大小は個々のプヲントの大小とおなじプラ γ トり多

寡によってきまった。今日の円本の企業では，個々のプラ Y トを「工場Jとよ

んでいるがn 企業の大小はこうした士場の規模と数によってきまる。 ひとび

とが生産の集積という場合，普通には同一種類の工場の企業による集積 い

わゆる水平的結合を考えているようであるが，それは工場を生産単位とする産

業資本主義段階のいわば延長線上での生産の集積である。わが国の綿紡大企業

でも， IIで述べるように，いまなおこの性格を濃厚に残している。だが，同一

種類の工場を単位とするこうした横への生産の集積はつには1工場を経営

する企業の存続を否定することはできないし，さらに 2つにはこり生産の集積

を新しい生産力に統一しそれを飛躍させる新しい質の生産力構造をつくりだす

1) わが国の企業では，工場は2通りの意味をもっている。たとえば東倖紡(株〉田富田工場には
3つの紡績工場と 3つの織布工場があり，後の工場はプラントを中心とした工場である.工場群
からなるさきの工場は製造所ー工業所などいろいろD名称でよばれることも多い。フラントを中
心とした工場がマルクス『資#毛市』第1部13章の第4節「工場」であり，マルクスにとっては個
別資本の生産単位はこの意味り工場であコた。
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ものでも，またそれによってささえられるものでもない。わが国の綿紡大企業

の支配力の弱さはこのことを証明している。

独占資本主義を根底からささえている大企業の生産構造は，同一種類D工場

を生産単位とする単なる工場集積ではない。レ ニγは，帝国主義を成立させ

る企業の生産集積を，わが国の多くのひとびとのように生産の集積一般として

ではなく i最高の発展段階に達した資本主義のきわめて重要な特質」として

の「コンピネ-.，/s. :/ JCcombination 生産諸工程の垂直的結合への生産の集積〕と

してとらえた九同一種類の工場の単なる量的集積ではなし高炉企業と平炉企

業と圧延企業の企業合同による同一企業内部で高炉工場と平炉工場と圧延工場

を統合した混合工場 (GemiEchte-Werke)，さらによれらを νーノレとガλ ・パイプ

で連結した銑鋼一貫製鉄所といった形態。生産集積が独占資本主義段階を特徴

つ‘ける生産の集積である。こうした異種工場の統合体が成立すると，それぞれ

の工場は「分業にもとづく協業」原則にしたがってそれぞれ異った工程を担当

しながら単の協業体を構成して協業体から分離できない存在 協業体の構

成要素となり，全体としての協業体が企業の生産単位となる。それぞれの工場

は紡績工場の職場 (shop)とおなじ構成要素になり， 有機的統一体としての協

業体が生産単位になる。人聞を構成している各機関は人間の構成要素であって，

人類の単位は各機関の有機的統一体としての人間である。このことはたとえば

今日の製鉄所をみればたれにでもわかることである。工場から構成されながら

工場を肢体とする高次の生産単位一一わたしはこれを広くコンビナー卜とよん

たが，このコ y ピナートが独占資本主義段階の生産構造であるヘわたしはN'

2) レーニン『帝国主義1(岩世文庫)31-33頁。レーニンは，そこでヒノレファーディングとハイマ
ンを号閉して，説明している。そのことからわかるように， レーエンの見解は当時四一世交的見解
をうけついでいるのであって，新らしい見解ではなかった。
わが国では，大塚久雄局がそ白「企業集中論J(W大理久雄著乍集』第10巻)33田買丸工場桔
合体または結合経嘗を，また入江節次郎氏が F姐占資本イギリスへの道』第4章第2節4と『帝
国主義論序説.!I137-168買で垂直的結合を， こD視角からとりあつかっている。だが，これbは
なお着想の域をでていない。
3) マルクスは資本主義発展のそれぞれの段階をその段階に固有の生産構造で基礎づけた マニ
ュフアクチュア段階をマエュファグチュアで，産業資本主義段惜を工場で基礎づけた(~資本論』
第1部第12・13章)， 4tくのマルクス主義者は独占資本主義桂抽についてはこの生産構造を考え
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V ・VIで自動車工業・製鉄業・石油化学工業でこれを実証しようと試みた。

本稿は，なんらかの分析を試みるととでなしほぼ10ヵ年にわたるわたしの

調査を整理して，現在のわが国巨大企業の生産構造の諸類型を事実とt-，ご実体

論的に確定し，次稿以下の分析に客観的対象を提供しようとするものである。

II 綿紡大企業〈類型 1) 

日本紡績協会の『紡績事情参考書.1(昭和44年上半期〉によるとj 日本紡績協

会に加盟している綿紡企業は漸減して 108社(実質副社)で，それらの企業は綿

糸精紡機 9，878，649鍾を登録してわが国純綿系の93%を生産している。 日本紡

績協会は，いわゆる綿紡大企業の綿紡部門および綿紡専業企業を中核として集

結した業者団体であって，綿紡企業とそり綿紡部門，綿紡部門が兼蛍する織布

部門・カタ Y糸部門・整理染色部門を記載じているだけであって，それ以外の

事業は「全国紡績会社・ 一覧表」のなかに「其他繊維生産設備」として附記

するにとどめている。 I其他繊維生涯設備」を併せ考えて綿紡企業の全貌をと

らえながら，わたしはまず最初にそれらの企業の綿紡Eそれに直結する兼営の

部門の生産構造だけを『紡績事情参考書』から集計してみよう。

戦前から継続している 9大紡と新紡4社との13社が大企業であるが，普通に

は9大紡が綿紡部門の大企業と考えられている九 これらの9大紡は登録紡機

の54.2%，織機の67.5%を占有して，綿紡企業の綿業部門を支配している。こ

うして9大紡は紡績と織布，さらに整理染色を兼営するいわゆる紡織兼営企業

であるが， そればかりでなく羊毛・麻ときに出絹部門さえ兼営し， すべて化

繊・合織を兼営する多角的綜合繊維企業であって，その点で9大紡は新紡また

ないで，工場概tを流用してきた.
わたしは『産業資本主義の構造理論~ (初脹昭和田年〉脱稿直憧，そこで展開した方法論にも
とづいて『現代工業の生産過程~ (プリント〕を書いて，ここでの手見を書いたq わたしの調査
はその予見を実証することであった.

4) 棉紡企業はふつう 3つのグループにわけられる一一
日社("大紡〕 戦争中から現在まで存続している掃紡企莱ロ

新紡 400万鍾笹元中間目標。枠内で戦後に発足した綿紡企業.
新々紡 叫リ万錘制限撤廃由昭和25年6月以降に発足した綿紡企業g
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綿紡企業。生産構造 〈昭和"年6月現在〉

企業規模 登録紡織 織 機 工唱量 その他の繊維生産設備

東 詳 紡 1，203，396彊 9，865鐘 27 lt融，加工，そ目他の繊維
日 紡 655.284 6，144 14 • 鍾 主主 628，800 4，420 16 。
大柏9 倉 紡 621，026 3，235 13 。
富 士 主方 511，751 3，000 11 4砂

社9 
日 清 紡 468，708 6，904 10 • 敷 島 紡 459，704 936 8 4シ

大 華日 紡 441;234 4，041 9 化嘩，ー，その他の繊維

日 京 初 358，1mf2河) 824 % 110 仕掛，加工， ，その他の融綻

言十 5，348，083 (54. 羽，357(67.5) 118 

30 
近藤紡 640，694 1，573 13 

万錘以上 オーミケνシ 375，508 5 1 it掛，一一，その似の齢粧

都築紡 373，040 4，8日目 8 一一，ーーー，その他の紬椎

4 豊田紡 306，588 706' 5 • . 〆p
札 計 1，日5，8却(17.2) 7，169 (12. 3) 31 

イヒ描，ーーτその他の繊維臼祉)

20万錘以上(3社) 663，852(6.7) 2， S48 (5. 9) 12 一一「加工，その他の輔雑(1社)
(2社) 一一・，ーー曹その他の掛曜日社)

10万錘以上(2社) 3町，952(3.1) 7 一一，一一「一

化繊.1JllI.その他の融輯(1桂)

575錘以上(11社) 728，508(7，4) 148(0.2) 23 ーーコーーー，その他の馳雌(5往)

む社) . ， (5社)

一ー，加主，ー一 (2社)

1万錘以上(44社)1，043，417 (10.5) 7，510(12.7) 67 一一「ー，そのi也の繊維且1社)

。社)

1万錘以下(13社)
骨1，058(0. 9) I，28(52社(1.)4) 13 

一一.加工，一一 且社)

(12社)

総計 (86*上) 日.878，日目(1ω.0)58，414(100.0) 271 

備考 1 日本紡績協会『紡績事情参考書.~ (昭和叫年上半期)15-44頁から算出.
2 植主配会社は主配会社に合計したりで， W.参考書~ <1)数字とちがっている切
3 日紡は日本ν ョγと合併して，現在ユニチカになっているa
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は新々紡とはちがっている。綿業部門は9大紡の多角経営の 1つの部門，とき

には10%前後の部門になっている。新紡または新々紡は，それと反対に，織布

およびその他の繊維の兼業も少し綿糸紡績にかたよっている。わが国の綿紡

大企業は，単純な綿紡企業から出発し，織布，さらに羊毛・麻などの繊維に進

出し，第一次大戦後に人絹・兄フ，第二次大戦後には合成繊維にまで進出する

にいたっている (4頁の表参照〕。

最太田綿紡企業 東洋紡は総計36工場を経営しているが，それは締紡専業

工場12，綿紡綿布兼営工場9，綿紡毛兼営工場3，毛専業工場4，化繊・バノレ

プ工場3，整理染色工場3，研究所2から構成されている。東洋紡の生産構造

は，その企業の内部で，綿紡 綿織一一整理染色，羊毛紡績一一宅織 整

理染色パノレプ一一化繊 織布一一整理染色と，それぞれの部門内部でまた

相互間〔混紡・混織り場合〉で結合しているが，それぞれの工程を担当する士場

は専業化して地域的に分散している。紡績と織布は，兼営工場として結合して

いる場合があるが，紡績専業工場として分離している場合が多い。東洋紡全体

の生産構造は，原料別・工程別に地域的に分離独立している各種工場を本社機

構または事業部制を通じて結合して秩序をあたえているだけであって，そこに

はそれらを1つの企業に結合する労働過程の必然性はきわめて乏しい。こうし

た場合には，東洋紡のような大企業も，多くの紡績専業企業・織布専業企業・

整理染色専業企業と並存しそれの競争にさらされることとなる (6頁白表参照〕。

ところで，東洋紡の生産を担っているそれぞれの工場が多くのプラントから

構成されている場合が多い。 89，040鍾の精紡機と 1，432台の織機をそなえた東

洋紡の富田工場は， 実は 3つの紡績「工場J (1B， 2B， 3Bとよんでいる〉と 3

つ白織布「工場J (lS， 2S， 3Sとよんでいる〕からなり， それぞれ四紡績「ム

場」は混打綿室・流綿室・前紡室・精紡室・撚糸室の独立した1系統のプラン

トからなっており，織布「工場」もそれぞれ独立した 1 系列のプヲ/'~からな

っている。富田工場は，実は，それぞれ独立していて分離できる同一構造の3

系列の紡績プラントの単純協業とおなじ構造の3系列の織布プラントの単純協
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東洋紡(株)の生産構造

(昭和44年6月現在〉

綿
その他

高串
その他

1方 緩 織 布 紡 績 織 布
銭 fo 

富田 89，040 1，432 出y，品 稿

山田 63，2日O 1，078 岐阜

今治 31，752 桑名

赤穂 33，剖O 1，104 岩国

三材虫 40，800 敦賀
絹融

4、松島 42，272 1，354 犬山 /寸yレフ。

忠岡 43，076 守口

明石 64，0叫 (Zit氏側制機ηを沿含"む】 大阪

淵崎 50，800 庄川
浸染捺染

浜松 100，000 

姫路 54，256 

入善 106，9印 1，002 

呉羽 62，028 1，342 

井 t直 22，260 
庄川 70，200 1.033 

大町 73，080 947 

豊科 63，840 目。

坂祝 41，640 

三重 2，800 . 雪空守守
塩浜 -羊

鈴鹿 8，()OO 

津島
杭も椴

240 

51，920 制I~三陸..伺Z控

線加維工碗社骨冊苛
軸同 4.693古

植医'(富山抗) 51，920 

福山{椅昼前j 37，168 

能美 48，552 毛

ト一一ド一一一ト一一一 L一一一 一一一 一一一ー一一一一一一一一一ー
1，203，396 9，865 工場品数36

惜考 『紡績事情参考書A(昭和44年上半期)16](.会社概要『東洋紡』で補充一
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業とのいわば集合体であって，これら 6つのプラ Y トはそこに結合しなければ

ならない労働過程の必然性はきわめて之しい。 しかも 10万錘あたりの紡績プ

ヲY トり設備投資額は現在33億1400万円 1，000台あたりり織布プラン lは

23億8900方円であるといわれているので，小さいプラ Y トの設備投資額はそれ

ほど大きくなL、め。

こうして綿紡大企業は，それぞれ独立し分離できてそれほど大規模でない同

一プラ γ トを集積し，それらを原料別・工程別に結合しτいるだけであり，し

たがってそれぞれのプラ Y トはそれだけの専業の単純企業として経営できる。

さきに示したように 9大紡は登録紡機の 54.2%をもっている古九そこにはな

お多くの単純綿紡企業がそれらと競争している。しかも日本紡績協会に登録さ

れている綿紡企業の精紡機は綿糸ばかりでなくスフ糸・合繊糸およびそれの混

紡糸を紡績しているが，日本紡績協会員の生産は純綿糸の93%をしめしている

のに対し，スフ糸・合繊糸・混紡糸では60%台から30%台の比重しかしめず，

綿紡以外の紡績企業の競争をうけている。さらに9大紡は綿紡企業兼営織機の

67.5%を支配しているが， そのほかに主として綿工連に加盟している小規模な

綿織布専業企業が所有する 32日，411台の織機があり 9大筋が綿織業全体のな

かにしめる比重は，織機台数だけをとれば， 10.9%にすぎないめ。 綿紡部門は

典型的な多占型産業で，多角的総合企業としての大企業は，それが結合してい

るそれぞれの部門で多くの中小単純企業の競争にさらされているが，多占型産

業の生産構造は，独立していて分離でき最小設備投資額が相対的に低いプラ Y

トが生産単位になっているという構造をもっている左考えてよいであろう。わ

たしはととで多占型産業部門の大企業の牛荒構造の類型をつくったの。

5) 京洋紡富田工場町説明は，昭和百年10月白わたしたちの調査にもとづいている.なお工場内部
の構造については日本紡績協会調査部工務課のいろいろの『工場且聞記』 正プリント〉にくわし
い。なお投資額の数字は堤茂調査三課長の御厚意で日本紡績協会につくっていただいた。
6) 日本紡績協会『勧績事情参考書~ (昭和44年上半期)105 . 15]耳.
7) ζれまでの独占研究申現実的対象〔類型〉は，顎際には， ζこで述べた多占型産業部門の大企
業であったと見てよh この類型は，資本主義成立期にはー世性があったと考えられるが，現在
の独占資本主義を特徴づける寡占をあらわす類型ではない.ひとびとはこ白相異を見うしなって
し、る。
なお1900年から犬恐慌までの私的独占白時代は大体に沿いて多占，その後。国家独占の時代t
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III 板ガラス大企業〈類型II)

日本町板ガラス工業では，ひとがよく知っているように，旭硝子(6工場，月

公称抱力一一普通仮・変り板1377.5万箱，みがき仮8.1万箱〉・日本板硝子 (7工場，

月公称能力一一999.5万箱と 6万箱〉・セ γ トラノレ硝子(2工場，月公称能力 34.5万

箱と 2.56万箱〉の 3社がわが国の全生産を支配しているが，他り諸国の板ガラス

工業もおなじようにアメりカでは 3社，イギリスでは 1社，フランスでは2社，

西ドイツでは3社に支配され，しかもそれらの板ガラス大企業は国際的に結合

している。板ガラ兄工業は，どこの国でも，完全な寡占型産業という性格をも

っているのであるが，それは製鉄業における平炉(ジーメンス炉〕を熔解窯(こ

こでいう炉〉に改変してそれに連続生産をする近代的製板機(いわゆるフルコーノレ

式・ピッツパーグ式・ロールアウト式なりを連結して連続的装置体系が成立した

結果であると考えられる。完全な寡占型産業の板ガラエ工業をみてみよう。

日本板硝子の生産構造は，自動車用安全ガラスをつくる川崎・京都の2工場

を除くと，主として普通板ガラス・変り板ガラスをつくっている若松・四日市

・舞鶴・千葉の，す 日本板硝子(株)の生産構造 (昭和岨年6月現在〉

べておなじく叡ガラ

3えをつくり，相互に

原料 加工という

連関も製品問の種別

もない独立の 4つの

工場から，構成され

ている。さらに 1つ

の工場は，千葉工場

にみられるように，

熔解窯 1基(1炉〕を

工 場 主要設備 公称能力(目)

岩松工場 普通板ガラス 2炉 普通板・変り板

四日市工場 普通板ガラス 2炉 99 .5 

舞鶴工場 型板フゲラス 2式 みがき本宜 (7ロ

みがき板ガラス 2式 ート板を含む)

千葉工場 普通板ガラλ1炉 6.0 

吋1I崎工場 安全ガラス 1工場

合京都工場 安全ガラス l工場
事 1 0 0 %/j、会社 単住万箱

備考板硝子協会『板ガラス工業m展望A(1968 . 9 . 1) 15頁p 日本
板硝子は従業員 5，100名，この当時は3直制.

は，つぎから述べる寡占が主配的であったと考えてよかろう。
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起点とする 1セヅトのプラントから成立することができ，若松・四日市工場は

相互に独立する 2セットのプラ γ トの，舞鶴工場は4セットのプヲ Yトの，い

わば単純協業にすぎない。日本板ガラスはこうした同一構造のプラントり水平

的集積己あって，その生産構造はさきの単純綿紡企業よりさらに単純である

け頁り表参照〕。

こうした場合には，綿紡業にみられるように，寡占が成立しにくいのが普通

であるが，板ガラス工業では 1セヅトの装置体系(ヅラソけがもっ大規模設備

の経済性"とそれにともなう大量生産性がこの1セ ν トあたりの設備投資額を

巨大化L，そのためには大量の製品をうりさばく大量販売機構もつくられねば

ならないので，この部門の参入障壁はたかく，新規参入 (newentry)はきわめ

てむつかしい。板ガラス工業のプラ γ 十は，さきにもふれたように 1基の熔

解窯に 1系列または2系列〔いま 3系列が計画されている〕の製板機・徐冷窯・切

断機，さらには包装機を連結した巨大な自動装置体系であって 4ヵ年間に1
お~，ぎふお~.

度大修理するときを除いては24時間連続運転される大量生産プラ Yトであって，

わが国の普通板・変り板ガヲ九は8士場・ 26プラントで生産されている。こう

したプラントの性格が，それぞれのプラントの結合性の欠如にもかかわらず，

綿紡業とはちがって板ガラz工業を寡占型産業にしているのであるヘ

IV 自動車大企業(類型IlI-1)

軽 4輪車をのぞくわが国の白動車は， トヨタ自動車工業で 38.4%，日産およ

びその系列で 37.0%， 東洋工業で 11.3%， 以上 3社 (86.7%)と三菱で 93.6%

が生産され， トヨタ自動車工業・日産とその系列・東洋工業の 3社で乗用車の

8) 容器を主体とする装置では， i3乗の法則」一一規模を 2情にしても設備費はほぼ1.6倍しか
かからないといった法則が働ししたがって装置崖若草では，機械制産業(たとえば綿紡業)のよ
うにプラソトりセット数をふやして規模を大き〈するよりも，それぞれのプラ γ トを大担浪にし
てセット数をへらす方が有利である.この法則はi"，学工業とか製鉄業で明瞭に作用しているロ
の ここで白説明は，板ガラス協会『板ガラス工業の展望~ (1968年9且1日)，日本旺硝子『会社
概要』および社内誌『シートグラス~ (昭和凶年10月の5巻10号，そこには千葉工場の説明があ
る)にもとづいている。
なお乙うした生産構造は，ピーノレとかウイスキーなどの醸造業にもみられるー
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89.7%を生産してお

り，他の自動車企業

は無視できる程度の

比重しかしめてし、な

い。わが国の自動車

工業は，他の諸国と

おなじ<， トヨタ自

動車工業・日産，は

るか下勺て東洋工業

.三菱が支配する寡

占型産業であり，自

動車工業そのものが

寡占型産業なのであ

第 106巷第 6号

わが国自動車工業の生産構造 (昭和44年〉

登録台数 うち乗用車台数

ト ヨ タ 38. 4% 43. 5% 
日 産 3 1. 6 3 4. 4 
bミ す す2 4. 9 2. 2 
日産ディーゼJレ O. 5 
東洋工業 1 1. 3 9. 6 

菱 6. 9 4. 0 

F イハツ 2. 0 1. 2 

富士重工 1. 8 2. 7 

日 野 1. 3 

ホ ン ダ O. 7 1. Z 
鈴木白動車 一
言「 2.707，126台(loo-0%) 1，465.825台(loo-056〉

備考 1 トヨタ自工『会社概況』昭和.5年 9月からとる，
2 軽4輪車をDぞ〈。

る。そこでの大企業の生産構造は，普通にはフォード 'Vステムとかコンヴェ

7-''/ステムとして特徴づけられているが，そLてそれはその通りであるが，

問題はこうしてフォード・シ凡テムまたはコ Yヴヱアー・システムが採用され

ている各プラ Y トまたは各工場の結合としての企業全体の生産構造をあきらか

にすることである(上表参照〕。

自動車企業は，まず多〈の部品のうち機能部品で自動車の性能を決定しその

安全確保にかくことのできない部品だけを企業内でつくり，他の多くの部品を

多くの協力工場に発註し，ついでそれらの部品を企業内でボデー・足まわり・

ミッ -;/aY・エY ジ Yのユエットに組什け，最後にそれらを完成車に総組立す

る。 Lたがって，企業の生産は，大まかにいって，つぎの諸工程の結合からな

っている (11買上の表参照〉。 こうして向動車企業は， 鋳造プヲントと鍛造 調

質フaラソトの組形材をつくるプラ Y ト，それらを工作機械で加工していわゆる

ユニットに組付ける機械加工プラ/'r，ボデーをつくるプレ旦・組付・塗装プ

ラ'/1と最後に総組立プラ Y トが原料 加工組立の関係で有機的に結合して
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自動車工業の生産工程

プレス工場

飼 桓ーー---1プレスーー一-1寄 鵠ー一一-;t:デ謝1付

酷銑

調材

.---1込まわり急札付

機枇'Jn工ー←ーミマシヨン組付

Lーエンジシ品目4

棋拙工場

(265) 11 

完成本

タト詑部品

備考 トヨタ自工の案内書 WIヨタj(昭和42年 8月)5頁を，プラソト概念(ここでは工場〉で
整理Li二なお韓造・鍛造・機械加工・組立もい〈ワかのラインにわかれる。

トヨタ自動車(株)の生産構造

子ごと 租形材
機械加工 プレス ボデー組付!総組立

(鈍'鍛造)

本社工場 o エシγシ 卜frーム 。 トラッグ

乗用車

z町工場 x トー
トエンγシ 1-+ 0 ー ト→。 クァウン

乗用車足廻り ヨコロローナ← 

上郷工場 。 ドエラ:ンiデLンョ汗」 X x 

日同工場 X x 。 。ーーーーート合ローラ
Jプリシタ

トt足廻り部品三好工場 怜鍛 〉え X x 

プラステγLク-ー トラPコこミえツ・ツ. 
堤工場 ョシ

建 設 中T Jレ 足廻り . 
備考 1 トヨタ自工本社でりわたしの聞取りによる。
2 0はプラントの存在を.xはプラン上の欠削をあらわす.
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一体をなしており，それらがさらに車種別に分化して複雑でしかも秩序整然と

した有機的体系をなしている。そして粗形材・加工部品・小組立ユニットは規

格を少くして大量生産し，ボデーと総組立で外形をかえて車種をふやす経営方

主|が普遇とられ，そのために部品生産とユニット組付は相対的に集中生産さ

れ，総組主Lプラ y トとプレス・塗装のプラントが同一工場に結合されて車種別

に配置されるのが普通であるといってよかろう。

トヨタ自動車工業は，東富士と栄生の工場， トヨタ車体・豊回自動織機・関

東自動車などのトヲタ・グループを除いて，本社工場を真中にして元町・上郷・

高岡・三好・いま建設中の堤のι工場から構成されているが，これらの6工場

の結合関係はつぎのようになっている。 トヨタ自動車工業を構成する 6工場

は，部品生産とユエヅト組付に専門化した上郷・三好・堤の3工場とプレ月・

ボデー組付・塗装と大衆乗用車総組立に専門化した高岡工場，両者の混合形態

としての本社・元町工場からなっており，それらは工場開というより工場を構

成するプラ Y ト相互間の有機的結合を通じて 1つの統一体をなしている。本社

工場はトヨタ自動車士業の最初の工場で一貫工場になっており，元町工場は第

2の土場で粗形材を本社工場からうけるほかは一貫工場になっているが，その

後につくられた上郷・高岡・三好・堤の諸工場は部品・ユニット組付専門工場

と，ボデ 製作に結合した総組立専門工場(いわゆるノック・ダウン工場〉とに分

化している。あとの形態は自動車企業が大規模化するときの方向であって，そ

れによって部品・ユニット組付専門工場で規格部品・ユニットの集中大量生涯

をお乙ない，総組立工場を車種別に編成して企業全体の車種をふや甘乙とがで

きることになる。ここではプラ Y トや工場は，綿紡業中板ガラ月工業にみられ

るように，独立した生産単位でなく，すべてのプラントとすべての工場が結合

して有機的な生産単位を構成している Q それぞれのプラ Y ト・工場は，地域的

に分離しながらも，有機的統一体の構成要素に組みこまれている。この生瑳構

j置を，わたしたちはコ Yピナートの 1つの形態と考えてよいであろう同 (11頁

下の表参照〉。
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冊
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時
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(円R刊41年〉

，-吉 E問(

曜霊祭|ji:4ilj容でア
熱材 9.6 l'止ムニι」冷"Ir ~8'.a 一一一一一一~ー-

34.S古川品11浩司間鋼…巾企記五示三%
中企業 担 5，7122.071.1161…℃否京五事否在了寸オ
平炉企薪立討訂1その也27.9I そ F 也7祉 20.2
氾炉j失業 7C杜 ).41 - '1 その弛のI王ili2.0 

車季大企業(7社)47・2%1
特間 企在中企業(2祉)3.，3% 
I ~引.1; 50 :"s 

レット |鋼担 d 

スラブl耕付 平炉.&主(5社)8.8% 
シートパー| 電炉企業(34tt)39.7%
3.195蜘~その他(号社)1.-0% 

大

普
通
制
圧
延
A
M
製
品

犬
企
業
(
7
社
)
日7
 

同
炉
企
業
山
花
ね7
 

大
企
業
(
ヨ
判
U

92.1% 

持
炉
企
業
百
社

)
l』
98.6% 

高炉企業(5担)1¥5.9%

鋼
担9.001f，平炉企業(3社)14.4% 

電炉企業(13社)24.8%
その他(12祉)14.9%

111: 

省

粗鋼

47.783.3W.. 

銑 1;¥

32.018，275 
1皆

鈍 高炉犬企業(5社)11. 7% 

鋼 平炉企業(5円)3.8% 
480.055f，屯炉企業(21社)9.1% 
その他(80祉75.3%

間持占一一一一中企業(3社)3.3

oy.炉企業(10社)6， G 

警の程企業(8叩 U
中企4π初討す
ー」一一一一一ーー 2

3
日

電炉その他企業(12社)1.4%

備考 1 日本鉄鋼連盟『製鉄業事考資料j (昭和41年)，工場別編」から集計した。
2 商炉企業平炉企業電炉企業などは『参考資料』の用需法世継草した@
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ところで，この生産構造を構成している要素である各プラ Y トは大量生産用

に設計された機械体系である。現在は，エンジγ=プラントは 2~3 万台，プ

レス=プラ γ トは 3~5 万台，総組立プラ y トは 1~2 万台の月産を標準して

設計されているといわれるが，これらのプラ γ トは，ライ γとよばれているよ

うに，加工対象の流れの方向に 1直線に加工工程ごとに多数の専用工作機械が

配列され，さらには部品加工プラン卜ではそれらの専用工作機械が 1つの自動

的なトランスファー・マシYに結合されて板ガラスのプラ Y トとおなじような

装置体系とよんでいいような体系にまとめあげられている。こ ζではプラント

は視覚的にも 1つの機械になっている。こうしたプラントはそれだけ巨額の投

資をともなれ

板ガラス工業では 1つりプラ Ytが生産単位を構成していたが，ここでは多

くのプラントが「分業にもとづく協業」原則に基いて結合した有機的統一体が

は巴めて生産単位になっている。それだけにここでの最小投資単位は巨額にな

り，参入障壁は極度にたかくなり，いまでは新規参入は不可能にちか〈なって

いる。自動車工業は寡占型産業の 1つの典型である叫。

V 製鉄大企業(類型 III-2)

わが国の粗鋼生産は昭和41年の47，783，318トンから倍もかくまで急増したが，

手もとに昭和41年度の日本鉄鋼連盟の『製鉄業参考資料』しかないので，ここ

では昭和41年の製鉄業の生産構造からはじめることにしよう。当時いわゆる高

炉企業は11社あったが，そのうちから鋳物銑しかっ〈っていない矢作製鉄をの

ぞいた高炉企業10祉のうち，八幡製鉄・富士製鉄・東海製鉄(以上3社は新日本

製鉄に合併)・日本鋼管・川崎製鉄・住友金属・神戸製鋼の7社が製鉄大企業で

10) トヨタ自動車工業の『会社概要~ (昭和45年9月)，デミンク賞委員会に提出した本社工場・元
町工場 上蝿工場・高田工場・三女子工場の『品質管理実情説明書~ (昭和45年 9月〉参照。
11) ζうした生産構造は，ふる〈からある造船業，新らしい電気器神製作業などにもみられる。
なお， トヨタ自動車工業は，こうした巨大た生産設備のほかに，販売居247社サービス工場
4，459工場十一ピスチェーγステ グ ョγ209居とし寸巨大な厩売網をそなえている。 こうし
た巨大な大量販売強構なしにはよ量生産は考えられない。
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住友金属(株)0)生産構造
(昭和41年〕

製鋼所 鋼 管 昔「

まF 司炉 12，971，2271 900，975 3，872，202 

三ド 炉 310，593 152，169 462，762 
製

転炉ιD)3，251， 051 913，217 4，164，268 

白，
暗唱 町五 186，861 119，394 306，255 

銅

百十 3，561，644 1，065，386 186，861 119，394 4，933，2日5

問普圧通延鋼鋼熱材
2，527，143 576，254 80，591 164，842 3，348，830 

圧
1特1il圧殊延鋼鋼熱材 132，193 64，148 91，168 114，069 401.578 

hot strip 1，839，009 1， 839， 009 

eoldstrip 372，925 372，925 

亜鉛鉄板 57，189 57，189 

筒 管 66国，199 222，378 888，577 
延

>l世 到面 11，974 113，222 125，196 

鋳 調司 12，879 12，879 

備考 日本鉄鋼連盟『製鉄業参考資料j(昭和41年H工場別編」から集計。

あると考えてよかろう。これらの7社の製鉄大企業は，わが国銑鉄の 92.1%，

粗鋼rv75.5%，もっとも大量な普通鋼熱間庄延鋼材の 73.9%，自動車・電気製

品り素材になる普通鋼冷間広巾帯鋼IJ)70，2%と，圧倒的部分を生産し，平炉・
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住友金属〈株〉の生産婦造

ホ以グー

(昭和"竿6月現在)

ほかに

和歌山共同火力発電所

送風発電所

中央発電所

6つの岸壁と荷世詩情

一ー一一一一一製 揖』一一一一一一『 ー一製 掴ーー 一ーーー一一一ーーーー-A iiI-ーー一一一一ーー一ー

備考住友金属『和歌山製銑守』から作製。ただし 5買の工場配置図と10"-'21買の各工場説明と
ちがっているが，後者にしたがった.

電炉企業の独壇場であるとされた鍛鋼でさえ 45.9%と，ほぼ半分を生産してい

る。製鉄7社〔現在は製鉄昨日の圧倒的支配は，製銑・製鋼・圧延の製鉄全分

野におよんでいる。ところで，高炉企業とりわけ製鉄7社はJいま述べたこと

からわかるように，鋳物銑だけるつくる矢作製鉄を例外として，製銑・製鋼・

圧延の製鉄全分野を兼営するいわゆる一貫企業であって，戦前には八幡製鉄・

富士製鉄 (1日日本製鉄〕・日本鋼管がこれであって， 川崎製鉄・住友金属・神戸

製鋼は平炉企業から高炉企業に発展した悶 (1"頁表参照J。

わたしはここでは住友金属をとって，製鉄大企業の生産構造を説明しよう。

製鉄大企業D生産構造は，大小の相異はあっても，基本的には，おなじである。

12) 製鉄業の生産工程の概要については，日本鉄鋼連盟の『鉄ができるまで』および『鉄鋼工場
をみる』 く改訂脹〉がわかりやすい。
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住友金属は，和歌山製鉄所・小倉製鉄所・製鋼所〔大阪市〕・鋼管製造所〔尼崎〉

からなっているが，製鉄業では普通には高炉からはじまる一貫製鉄所を製鉄所，

平炉いまでは電気炉にはじまる圧延中心の製鉄所を製鋼所または製造所とよん

でいる。和歌山・小倉の両製鉄所は，いうまでもなく，住友金属の中心をなす

一貫製鉄所で，と〈に和歌山製鉄所はその主力製鉄所で，現在の粗鋼年間生d産

量は 900万ト Yにたっしている。製鋼所・鋼管製造所比和歌山・小倉の両製
いんどっと

鉄所でつくった鋼塊(粗鋼〉を電気炉で熔解し，前者では主として草輪その他の

圧延鋼品に圧延し，後者では鋼管その他を製造しており，製品を別にすれば生

産構造としては電炉企業とことならない。製鉄大企業が競争にであうのはこの

電炉部門である。こうした住友金属は，一貫製鉄所としての和歌山・小倉製鉄

所とくに和歌山製鉄所を中核として，それに電炉の製鋼所・鋼管製造所をその

うえに附随し結合させているのであって，住友金属を製鉄大企業たらしめてい

るのは，いうまでもなく，和歌山の一貫製鉄所である(15頁表参照ySl。 製鉄7

社ばすべて巨大な一貫製鉄所を経営している。

ところで，住友金属の中核をなしている和歌山製鉄所はつぎのようなプラ γ

ト(1工場」とよばれている〕から構成されている。和歌山製鉄所は，みられるよう

に，工程順序にしたがって工程別の工場(分業の原則)がさらに単純協業に組織

された有機的統一体として構成され亡生産単位となっており 1つ1つの工場

はこの有機的統一体の構成要素としてはじめて意味をもっている。こうした有

機的統一体としての製鉄所の規模は，高炉・転炉が装置に特有な 3乗の法則に

支配され1台の圧延機の能力が増加して，急激に巨大となり，建設中の鹿島製

鉄所は年間生産粗鋼 1，500:万トンになるといわれるが， かりに組鋼ト Yあた}り

6万円の建設費とすれば，その設備投資額は 8，000億円にもたる。わたしたち

はこうした巨大な生産有機体に組織されたプラ Y トの体系的集合体をコンビナ

ートとよび，それが現在の製鉄業に特徴的な生産力構造をなしているが，和歌

13) 世友金属にコいては，会社"w昏社概要"， 案内書「和歌山製詐J刑・『小倉製鉄所』・『製鋼
所』田『鋼管製造所』および『鹿島製鉄所』を彦照。
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山製鉄所は巨大な，小倉製鉄所は小型の製鉄コンビナートである (16頁の表参

照〕。

住友金属は，和歌山製鉄所と小倉製鉄所(いま 1，500万トンの鹿島製鉄所を建設中

である〉吉中核とし， 製鉄所と鋼管製作所をそれに附随させている。新日本製

鉄は，室蘭・釜石・君津ー名古屋・界・広畑・八幡の7製鉄つゾビナートを中

核とし(いま大分製鉄所を建設中である)， それに東京製造所・川崎製鋼所・光製

鉄所(高炉をもたない線材製造所〕を附随きせている。製鉄大企業の生産単位はこ

の製鉄コンビナートであり，製鉄大企業の大きさは単位ョ γ ピナートの大きさ

とコンビナート数で決定される。この巨大な製鉄コンビナートをもっ企業だけ

が製鉄大企業に仲間入りすることができ，そうでないものは主として電炉企業

として製鉄大企業に従属する。製鉄業は， 19世紀末この製鉄コンビナートの成

立とともに，寡占型産業に転化した同。

VI 石油化学大企業(類型IlI-3)

さきに述べた住友金属の和歌山製鉄コンビナートでは，ほとんどすべての工

場は住友金属が所有し経営しているが，それでも和歌山共同火力発電所・住金

化工コークス工場・共同酸素工場は住友金属と他白企業との合弁になる住友金

属とは別の企業の工場であり，経営も他の企業にまかされていることが多い。

製鉄コンビナ トは，大ざっぱにいえば，単一大企業の多数工場の地域的な有

機的統一体であるが，厳密にいえば，い〈つかの企業が所有する多工場の地域

的な有機的統一体ということができる。多数企業の多数工場の地域的な有機的

統ー体とし、う形態のコンビナートは最近公害問穎で世間をさわがしている石油

化学工業で最もハッキリ見られる。わたしはここで簡単に石油化学大企業の生

産構造をとりあげて，コンビナートのこの類型を説明することとする。

わが国の石油化学工業は，石油精製工業からできるナヲサ〔重質ガソリけを

14) 調・亜鉛 アルミニュ ムなどの金属精錬業戦前白石炭化学工業(たとえば三菱他成黒崎〕
電賀L化学工業くたとえば日窒延岡〉などは.はるかに小説槙なが0，製鉄業とおなじ生産構造を
とってし、る。
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ナフサ分解プラ γ ト〔通称エチレγ=プラント〉でエチレ y.プロピレ y.プチレ

γなどの主としてオレフィン系炭化水素とかベY ゾーノレ・トノレオーノレ・キシロ

ーノレ〔通称 BTX)の芳香族炭化水素などのモノマーに分解し，ついでこれらの

そノマ をポリェチレ γ ・ポリプロピレン・その他の中間原料としてのポリマ

ー〔高分子物質，普通誘導品という〉に重合し，最後にそれらのポリマーはプラ λ

チ νグス・合成繊維・合成ゴム・塗料・溶剤」などの最終製品に加工されてゆ〈

という，広大で複雑な体系をもっ産業でありおな しかもこの体系の 1つ 1つの

結節点をなす分解・重合は 13乗り法則」が作用する装置でおとなわれるので，

石油化学工業は急激に大規模化せぎるをえない必然性をもち，さらにそれぞれ

のプラ γ トの原料と製品が気体と液体であるために，プラントは栢互にパイプ

で結合されて地域的に 1ヵ所に集中されて1つの有機的生産統一体つまりコ γ

ピナ トに結集される必然性をもっている。こうして，プラスチック月・合成

繊維などの最終製品をつくる工程をのぞいたほとんどすべての重合プラントは

それらに一次原料〔モノマ〕を供給するナフサ分解プラ Y トを中核として相互

にパイプで連結されてコンビナートの構成要素となり，それぞれのプラントは

今日ではこのコンビナートをはなれては存在しえなくなっている。昭和33年わ

が国の石油化学工業が勤きはじめたとき，ナフ十分解プラ Y トの規模はエチレ

ン年産1万トン前後であったが，いまは30万ト γが標準になっており，したが

ってコ Y ビナートは全体として巨大な規模になっている。

石油化学コ γ ビナ トはナフ+分解プラ γ トを中核として構成されるが，こ

の十フ十分解プラソトば，昭和45年 6月の石油化学工業協会『石油化学士業。

現状』にじたがう左，昭和47年 4月発足予定のも Dまでふくめて24にたっして

いる。それらを地域的に整理してみる1-，鹿島地区の三菱油化コンピナート〈昭

和46年1月発足予定)，千葉地区の丸善石油化学(昭和39年3月発足〕・三井石油化

学工業(昭和42年3月発足〕・住友千葉化学工業(同5月発足〉の 3::1:/ビナート

15) 高分子化学の基礎理論の入門書としては，筏義人『高分子とは何か』が一番わかりやすい。石
油化学の入門書としては，岩波新書の井本稔『化学織維』ー『プラスチック~. 井本稔貰慶雲
『接着由化苧」がわかりやすい。これらの書物はわたしのような化学に無縁な素人にもわかる。
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〈これらは相主にパイプで結合されて∞mbinatedkombinatをなしていて，アメリカの

ガノレフ=コースト・コンビナートに接近している。 アメリカtはコ γ ピナートを COffi-

plexという)，川崎地区の日本石油化学(昭和34年5月発足〕・東燃石油化学(昭和

37年3月発足〉・浮島石油化学〔唱和45年2月発足，日本石油化学と三井石油化学工業

とり合併〕の 3~:/ ピナート〈仙.l.lhinated ko皿 binat)，四日市地区の三菱i由化〈昭

和34年3月発足)・大協石油化学〈昭和2"年6月発足， 17年 1月新大協和石油化学に再

編予定，協和醗酵と大協石油との合弁〉の 2コソピナート (combinatenkombinat)， 

泉北・堺地区の大阪石油化学コ γ ピナート〈三井東庄化学と宇部興産を中心とした

主和銀行グループとの合弁. 2系列りコ γ ピナートに分裂する計画と思われるが， そう

なると combinatedkombinat). 水島地区の化成水島〈昭和39年8月，三菱化成田子会

社〉・水島エチレン(昭和45年7月発足予定〉・山陽エチレ Y (昭和47年 3月発足予

定，水島エチレンと山陽エチレγは化成水島・旭化成・日本鉱業の合弁であるが，旭化

成系と考えてよい〉の 3コンピナート (combinatedkorobi回 t)，岩国・大竹地区の

三井石油化学コンピナート(昭和33年2月発足の最初の石油化学コンヒeナート)，徳

山・南陽地区の出光石油化学コンビナート〔昭和39竿10月発足)， 新居浜地区の

住友化学コ yピナート(昭和お年3月発足入大分県鶴崎地区の鶴崎油化(昭和電

工白子会社〕コンビナート〔昭和44年4月発足〕の 10地区にわけることができ

る1へ石油化学コ γピナートの中核は，いまいったように，ナフサ分解プ

ラY トであるが，これら24<0ナフサ分解プラントを資本系列から整理すると，

石油精製企業から展開した丸善石油化学〈千葉，丸善石油とコンビナー l加盟

化学企業白合弁であるが， 丸善右泊からり出向社員が経営している〉 ・日本石油化

学(川崎〉・東燃石油化単〈川崎〉・出光石油化学〈徳山λ 石油製精企業と化学

企業との合弁である浮島石油化学 CJI[崎〉・大協和石油化学(四日市λ そして

|円財閥または新興財閥から展開した三菱油化(鹿島・四日市〕・三菱化成(水

島〕・三井石油化学(千葉・岩国〕・三井東圧化学=宇部興産(泉北=吉正三井東圧

16) 石油化学工業については，渡沼徳二 I石油化学工業品 日本の化学工業の発展史叩なかに位置
づけたものとしては，林雄三郎田渡辺徳二『日本の化学工業』を参照.
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化学の出向社員が経営している〕・住友化学(千葉・新居浜ト旭化成(水島守 日本鉱

業が参加しているが，加化成の出向社員が経営している〉・昭和電工(鶴崎)， の3つ

に分類できる。石油精製企業から展開したナフサ分解プラントおよび石油精製

企業と化学企業との合弁ナフサ分解プラントを中核とする =γ ピナートは，そ

の資本力の関係で3 丸善・白石を除いて規模が小さしちがった系列の資本の

企業の集合体であるが，旧財関・新興財関が主催するコンビナートは，一般的

にいって，大規模であり，同一系列資本の企業の集合体の色彩がつよい。旧財

閥はこうしたコンピナートを複数主催しており，三井財閥は4つ，三菱財閥は

3つ，住友財閥は 2つのコ Y ピナートを主催している。標準的な石油化学コン

ピナート建設の設備投資額はいまではほぼ1，000億円にたつするとみられてい

る。今日では石油化学コンビナートを主催している化学会社が一級化学大企業

であれコンビナートに参加し亡いるだけの化学会社が三級化学大企業である

と考えてよい。

ここでは千葉地区で三井石油化学コ γ ピナートを中にはさんで隣接している

住友千葉化学コ y ピナートと丸善石油化学コ Y ピナートをみてみ上九前者は

財閥系石油化学コ:/1-"-'"ナートの典型であり，後者は石油精製企業系の石油俗学

コY ビナートの典型である。なお千葉住友化学は住友化学の 100%子会社であ

り，丸善石甜化学は，最初丸善石油の単独企業として計画されたが，その破綻

でコンピナート加盟企業が資本参加した企業である問。

住友11:;学は，千葉と新居浜(大江製造所と新居浜製造所でlつ白石油コンピナート

を構成している〉の2石油化学コンビナ ト，染料その他をつ〈る春日出工場・

酉島工場・岡山工場から構成されている大阪製造所と大分製造所，医薬品の茨

木工場，菊本製造所(新居浜〕・名古屋製造所・富山製造所の 3アルミユェーム

lの 両社とも 7ロー シートは石油化学工業協会 r石油化学工業の現状~ (昭和品年6月〉のl'瓦・
15頁にしたがった.
住友千葉化学については，住友化学『会社概要J，住友千葉化学『会社概要』・『どあんない』
を参照.丸善石油化学については，丸善石油化学『会社案内~; w千葉石油化学連合』 く丸善石油
化学コンビナ ト全体自案内〉および加盟各社の案内を参照.
旭化成九チッソ〔水俣〉とともに，旧日本窒棄が分解してできた企業である.なお次頁のフ
ロー・シートのなかの註記参照。
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製造所といった，相互に関連する異質の製造所を結合した巨大な総合化学企業

であり，全体として自動車工業に類似したコンビナートである。そしてそれを

構成しているそれぞれの製造所が製鉄所に似たコ γ ピナートである。住友千葉

化学コ γ ピナートは住友化学の 1つの製造所である。

住友千葉化学コ γピナートは 2系列のナプサ分解プラントを起点と L，相

互にパイプで結合された21のプラ γ ト(工場とよばれている，ポリプロピレンには

2系列のプラ γ トがある〉から構成されている巨大な整然たる生産有機体であっ

て，それは和歌山製鉄所などとおなじ構造をもっている。だがここでは， 21プ

ラントのうち12プラントだけが住友千葉化学に属し 5プラントは住友化学と

他企業との合弁企業に属し，残りの4プラントはチ会社の広栄化学をのぞき別

系統の資本に属している。住友千葉化学は自分り12プフントと合弁企業り 5プ

ラゾトを(生産経営委託契約をむすんで〉運営し，残りの4プラントは他の企業が

独自に運営している。このコ Y ピナ トは，住友化学の新居浜コンビナ 1に

ついで同一企業(同一系統でない〉の色彩。つよい石油化学コンピナートである

が，それでもなおそれは住友千葉化学と 5つの合弁企業と 4つの別四独立企業，

合計10の企業の集問から構成されている (22頁の表参照〕。

丸善石油化学コ Y ピナートは，みられる通札石油化学工業に進出しようと

企図しながらナフサ分解プラントをつ〈りコンビナートを主催する資本力をも

たない第2級化学企業がそれぞれ独立のプラントをつくり，それらを丸善石油

化学のナフ+分解プラ Y トに結合して体系化したコンピナートで，丸善石油化

学自身がこれらの化学企業と丸善石油との合弁企業である。それは典型的な企

業集団コ γ ピナートで，企業集団は千葉石油化学連合をつくってコ y ビナート

内各企業相互間の調整をはかつている。コンビナ トという現代の生産力構造

は，ここでは，企業集団としてはじめて実現できたのである (23頁の表参冊。

それぞれの企業はコンピナートに参加することによってはじめて石油化学の

分野に進出できたわけであるが，それらの企業はコ y ピナート内のプラ Y トを

他の地域のプラントと結合Lて小型の綜合化学企業主構成し亡いる。たとえば
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日産化学は，長岡工場(化成品部門〕・千葉工場(石油化学部門〕・富1Ii:::r二場(肥料

部門〕・小野田工場(農薬部門〕などをもち，千葉工場は全体の 1部である叱

VII 現代大企業の生産単位

それ自身自立している士場またはプラ Y トは産業資本主義段階の企業の生産

単位であっても，現代社会の大企業の生産単位の主流をLめてはいない。綿紡

大企業はいまもなお同種工場の集積という産業資本主義段階の性格を濃厚に温

存しているが，そのために中小の紡績企業・零細な織布企業の競争にさらされ，

後進国に追打ちをかけられ，悪戦苦闘しているのが現状である〔類型1)。

現代大企業の生産構造は2つの側面から構成されている。その1つの側面は

単位プラ γ トが急速に大規模イじすることである。機械工業における流れ作業工

場，製鉄業における局炉・転炉・庄延機p 化学工場における装置を思いだすだ

付で， ζのことは明らかであろう。これだけで巨大な設備投資が必要になる。

板ガヲス大企業は単位プラントが現代工業のなかでもつ決定的意味をあきらか

にしている。だが，この巨大な単位プラ Y トも現代大企業の生産構造を構成す

る1要素ではあっても，それで生産単位になるわけではない〈類型II)。第2の，

そLて本質的な側面は，とうした巨大で異質なプラ γ ト=士場が「分業にも色

つ〈協業J原則にしたがって1つの巨大な有機的統ー体に編成されて，この巨

大な有機的統一体が企業の生産単位をなしていることである。企莱の設備投資

額は，工場を生産単位とする場合とくらべて，はるかに巨額になることはあき

らかであろう。わたしは工場の複合体(∞mplex)としての生産有機体を広くコ

ンビナートとよぶこととした〔類型m)。

自動車大企業では，工場は地域的に分散しながらしかもそれらは有機的に統

ーされて 1つの生産有機体が構成されている。これはいわば広義のコ γ ビナ

ートともよばれる生産構造であって，自動車大企業ばかりでなく，石油化学工

18) 日産化学『会社概要』事照。なお，たとえば戦前，，0)大牟田石民化学工業(三井北学・東洋高
IE.電気化学から構成〉はこり類型に属する.
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業で例としてあげた住友化学・日産化学もその綜合化学企業としてはこの類型

にも属するだろうし， 製鉄大企業も少い程度ではあるが， この例外ではない

〔類型m~l)。

だが，現代大企業の生産構造はこうした地域分散型の広義のコ Yピナートか

ら地域集中型の狭義のコンビナートに発展しており，大企業の各工場は一定の

地減に集中し結合するにいたっている。製鉄業は歴史上最初のこうした狭義の

つ Y ピナートをつくった産業であるが，現在の製鉄大企業の生産単位は巨大な

製鉄コンビナートになっており，製鉄業における生産集積はこうした製鉄コ y

ピナートの集積である(類型m-2)。だが，石油化学工業ではこうした地域集中

型のコンビナートは現代の生産力構造の必然的形態であり，そこの各プラント

=工場は石油化学コンビナ トの構成要素としてしか存在しえないが，しかし

それぞれのプラントニ工場がコンビJートの 1肢体でありながら別々の企業に

属G.その企業の他のプラント=工場と結びついて類型 m-lのコンビナート

を構成している(類型m-3)。

独占資本主義段階の主導産業の生産構造は，いままで説明してきた諸類型に

わけられるコ γピナートであり"産業資本主義段階の企業の生産的基礎である

工場とは根本的にちがっている。コンビナートが生産単位であるかぎり，その

.部門への新規参入はきわめて困難であって，その産業部門は寡占体制Jとならさ

るをえない。 (1970年10月脱稿〕


